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☆政策フォーラム・分科会
☆第22回参議院選関連
☆第22回参議院選比例区推薦候補者
☆組織拡大研修会／メンタルヘルスセミナー／災ボラ研修会
☆「私の提言」／もうすぐ選挙／ 7月の行動日程
☆あけぼのビル

歩いて暮らせる街“日本”へ
2010年度　政策フォーラム

　「2010年度政策フォーラム」が5月26日、さいたま市県民健康

センターで、構成組織、地協、推薦議員、執行部より総勢140名の

参加のもと開催されました。

　主催者を代表して小野寺副会長（政策制度委員長）のあいさ

つに引き続き、その後、経済評論家の山﨑養世（やまざきやす

よ）氏の「新しい日本の成長戦略」と題した基調講演（下記講演

要旨参照）、参議院議員「島田ちやこ」さん挨拶、2009年度の県

要請に対する回答報告、そして4会場（4テーマ）に分かれて分科

会が行われました。

山﨑養世氏基調講演概要
　ドイツではヒトラーが、近代国家の中で最初の無料高速道路

をつくった。そして今は5万～10万人の都市がドイツ内に点在して

いるが、各都市間をインターネット、交通、食料、エネルギー網が

つながっているので、大都市と変わらない生活を送っている。

　これに対し日本の大都市は高齢化問題、高価な土地問題、エ

ネルギー、食料、水などの環境問題を抱えており、この状態で将

来、大都市の一極集中型を維持していくのは不可能。新しい国土

構造を生むような国に変えていかなければいけない。交通やエ

ネルギーなどネットワークでつなげることで、日本全国どこにで

も住めて、仕事や生活ができるようにする。同じお金を持ってい

れば、大都会よりもっと豊かな生活ができる、という国土に変え

ることができるかどうかが、政治の役目。

　日本はわずか3％の土地に8200万人も住んでいる。「日本の土

地は高い」というのは嘘で、羽田からアクアラインを使って木更

津、10分ほどの土地が坪3.5万円程だ。新しい地域産業を作ると

したら、日本のこうした土地、国土、歴史、伝統、技術、人材を使っ

て仕事ができるようにしていくこと。

　約60年前に科学が発達して、水力・太陽光・風力・バイオマス

発電技術、ロスなく電機を送る超電導技術、蓄える電池技術、そ

してハイブリッドから始まって電機自動車が実用期に入ろうとし

ており、いま大産業革命がおきようとしている。こうした技術は

日本の企業や研究所、大学が持っており、いかに日本のみならず

世界で使っていくかが今後の成長のカギとなっている。

　東京や埼玉は高速道路を使わなくても日々の生活は送れる。

しかし鉄道が十分整備されていない四国や北海道をはじめ、日

本の8割の国土は自動車しか使えない。高速を無料にすること

で、一般道の渋滞や事故は減少し、さらにハイブリッドや電機自

動車の設備が整備されればCO2は減少する。

　1人の国民としてこの国を良くして、我々そして次の世代に良い

国を残したい。民主党のマニフェストの方向性は正しいと思って

いる。しかし、地域主権、地方分散の本当の意味がわかっている

かどうか？車がつかえて、その先に路面電車、鉄道も整備し、空

港・港と接続する。歩いて暮らせる街、自転車の街に変えていく

必要がある。

　高速道路の無料化、このくらいできなかったらこの国は変わ

れない、日本が「大都会以外に住める国」となるスタートです。

講演講師：山﨑養世経済評論家

山﨑養世基調講演
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2010 フォーラム 分科会 A・B2010 フォーラム 分科会 A・B

A分科会
「究極のセーフティーネット」～自殺者を減らすためには～
　いま日本では、12年連続で年間自殺者3万人超（埼玉

県1,796人、前年比143人増）であり、未遂者も含めれば一

日1,000人にも上ると言われています。この時代に、この

社会で、私たちと同じ空気を吸っている、これだけの数の

人たちが、自ら「いのち」を絶っています。特別な人たち

が、特別な理由で自殺しているのではありません。私たち

と同じ日常を生きている人たちが、過労や多重債務、いじ

めや介護疲れ、

差別や社会に対

する不信感など

さまざまな社会

問題に追い詰め

られた末に、生き

る道を閉ざされ

て「自殺」で亡く

なっています。現

代日本社会の自

殺の多くは、社

会的な対策があ

れば「避けること

のできる死」と

言われていま

す。その意味で、

自殺対策とは

「生きる支援」

「いのちへの支援」でもあると言えます。本分科会では、

誰も自殺に追い詰められることのない社会をどうしたら

築けるのか、自殺者を減らすために私たちは何ができる

のか、をさまざまな観点から議論を深めた。労働組合の

メンタルヘルス対策や議員からの行政の取り組み報告、

身近な人に自殺者や自殺未遂者を生んでしまった参加

者の体験談など多くの意見が出された。

B分科会
「フリーター、ニートにはどういう仕事を…」～雇用・地域活性化～

　開催にあたり、何故フリーター・ニートが生まれるのか？

から議論を始めた。全員でフリーター・ニートの人数推移

や、厚生労働省の定義を確認し同時に非正規雇用率の

増加や、世代別就業形態なども含めて働くことについて

考えた。

　正社員を希望していても、卒業時の景気に左右される

ことなど経済情勢や地域事情により、本人が努力しても

厳しいことがある。新卒の時に就職しなければ再挑戦で

きる環境が日本には乏しい。一方で若者の中小敬遠や第

３次産業希望など、就業・就職意識の変化も大きい。「労

働を中心とした福祉型社会」をめざす連合として、さまざ

まな活動が望まれていることを認識した。

　「フリーター・ニートにどんな仕事を」については参加

者からさまざま

な意見がありま

とめには至らな

かったが、教育の

ありかたや本人

が何をやりたい

のか考えさせる

ことが必要であ

るなどの意見が

交換された。

会場の様子

Ｂ分科会会場

会場の様子

Ａ分科会会場
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2010 フォーラム 分科会 C・D2010 フォーラム 分科会 C・D

C分科会
「個人でもできます」～ワーク・ライフ・バランス～
　　仕事と生活のバラン

スをどう図るかは、すべ

ての働く人が直面して

いる課題です。仕事と

生活の調和（ワーク・ラ

イフ・バランス）憲章の

「国民の果たす役割」

には、『国民の一人ひと

りが自らの仕事と生活の調和の在り方を考え、家庭や地域の

中で積極的な役割を果たす。また、消費者として、求めようと

するサービスの背後にある働き方を考慮する』としています。

　　分科会では、働き方の現状や個人のワーク・ライフ・バラン

スなどについてさまざまな意見を交換しました。

　　参加者からは、企業でのワーク・ライフバランスの取り組み

の一つとして「ノー残業デーが定着して早く帰れるようになっ

た」「人員削減で人手が足りず仕事に追われている」「生産

体制に問題がありラインがストップしてしまうと残業になって

しまう」さらに、「世界的な競争を強いられており、会社を存続

させるのに精一杯などの意見がありました。

　　個人のワーク・ライフ・バランスの取り組みとして、「趣味を

持ち、地域活動にも参加する」との発言もありましたが、全体

的には少数でした。

　　最後にまとめを行い、　「仕事の時間と生活・余暇時間は密

接な関わりを持っており、仕事に忙殺される時代だからこそ、

何か一つ生きがいを持ち、会社と違う組織で地域活動や趣

味を活かす豊かな時間を持つことが大切である」との共通認

識を持ちました。今

後、ワーク・ライフ・バ

ランスを進めるに当

たっては、連合がどの

ようにワーク・ライフ・

バランスに関わって

いくか議論することが

重要です。

D分科会
「自動車を使わない生活は考えられますか？」～環境（エコ・省エネ）～

会場の様子

Ｄ分科会会場 会場の様子

Ｃ分科会会場

　私たちは、日常の移動手段として、当たり前のように自

動車に乗り、快適で便利な生活を営んでいます。また、

自動車に関連する産業・企業は非常に幅広く、経済の発

展に大きな影響を与えることも事実です。一方で、便利

な移動手段「自動車」は多くの化石燃料を使い、地球環

境に負担をかけています。「ごく身近にある便利な道具」

を取り上げ、環境問題についてさまざまな考えや意見を

交換しました。

・ここ数年、政府をはじめさまざなところで環境問題が

叫ばれていることから、多くの参加者は環境問題、特に

ＣＯ２排出削減についての意識はもっている。しかし、

意識はあるものの、具体的なＣＯ２排出削減の方法に

ついての知識や、個人が実行している削減方法はさま

ざまでした。

・環境問題に関し、自分たちでできることについての議論

だけでなく、慢性的な渋滞の解消のための道路構造の

改善、環境にやさしい自動車の運転方法な

どを広く市民に浸透させるなど、行政に対

する要望につながる議論もされました。

・いづれにしても、CO２排出削減に向け、一

人ができることは小さくとも、全員で、でき

ることをコツコツ積み上げていくことが重

要だとの認識をしました。

2010年7月1日
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第22回参議院選挙

　第22回参院選は、6月24日（木）公示、7月11日（日）投票で行

われます。

　連合のめざす「労働を中心とした福祉型社会」を実現するた

めには、勤労者・生活者の雇用と暮らしを重視する政治・政権を

継続させることが必要であり、衆議院・参議院ともに安定した

連立政権としなければなりません。現在、参議院は2007年の選

挙により民主党が第一党であるとはいえ、その勢力は拮抗して

おり、第22回参議院選挙では連立与党による安定過半数の確

保が必須です。

　連合埼玉組合員のみなさん。「希望と安心の社会づくり」のた

め、比例区の連合組織内候補全員と埼玉選挙区島田ちやこの必

勝に向けご支援とご協力をお願いします。

希望と安心の社会づくりに向けて

埼玉選挙区

比例区

島田ちやこ（民・現）

連合組織内候補予定者

UIゼンセン同盟

柳沢みつよし

自治労

えさきたかし
自動車総連

なおしま正行

安心と安全の未来へ

比例区
連合組織内
候補予定者

比例区
連合組織内
候補予定者

比例区
連合組織内
候補予定者



－４－ E-mail:rengo-saitama@mlaa.rengo-net.or.jp
URL http://rengo-saitama.jp/

－５－

電機連合

加藤としゆき
JAM

津田やたろう

比例区
連合組織内
候補予定者

比例区
連合組織内
候補予定者

日教組

なたにや正義
情報労連

石橋みちひろ

比例区
連合組織内
候補予定者

比例区
連合組織内
候補予定者

JP労組

なんば奨二
電力総連

小林正夫

比例区
連合組織内
候補予定者

比例区
連合組織内
候補予定者

私鉄総連

いたくら一幸
JP総連

たしろかおる

比例区
連合組織内
候補予定者

比例区
連合組織内
候補予定者

2010年7月1日
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非正規労働者にスポットをあてる ～2010年度「組織拡大研修会」開催～

聞くことの大切さを実感 ～2010年度「第1回メンタルヘルスセミナー」開催～

AEDをすべての人が使えるように！～2010年度「災害ボランティア研修会」開催～

　2010年5月25日（火）14時～17時、さいたま市「あけぼのビル」

501会議室において、構成組織、組織委員会より32名の参加のも

と、2010年度「組織拡大研修会」を開催した。

　今年度の研修会は、連合本部の「2010春季生活闘争中小・非正

規労働者にスポットを当てた運動展開とそれに連動した組織拡大

キャンペーンの展開について」に基づき、オルグ実践研修は別途実

施することとして、ターゲットへの組織化手法の強化、組織内にお

ける組織拡大（正規・非正規）について座学研修を実施した。

　講師に連合本部より水谷雄二総合組織局長を招き「組織化にお

ける現状と課題＝①減少を続ける連合組合員とその要因、②最重

点課題は非正規労働者への取り組み（非正規労働者の現状と課

題）、連合アクションプラン21（2010～2011）」について説明をいた

だいた。その中で実現に向けた取り組みとして「連合本部、地方連

合会、産別、単組」の役割を明確化し、連携した取り組みで効果を

挙げることが重要である。組織化に特効薬はないとした上で、オル

ガナイザーの熱意と継続について語られた。

　つづいて、JP労組埼玉連絡協議会の鈴木照事務局長より、JP労

組の組織内拡大について事例報告をいただいた。

　その中で、組織拡大に大きな効

果を得たのは「職場の組合員が、自

ら職場の仲間に声を掛け輪を広げ

たことである」と力強く訴えられ

た。

連合埼玉は、組織拡大実務担当者

会議を連合埼玉執行委員会で組

織している。今後も連合埼玉の構

成組織が組織化の情報交換を密

にし、非正規の組織化に取り組ん

でいくことを確認して研修会を終

了した。

　連合埼玉は6月1日（火）、メンタルヘルス研修会を22名の参加

者のもと開催した。

　冒頭、宮本会長より「労働を中心とした福祉型社会をめざす

中で、メンタル対策は避けては通れない。コミュニケーション能

力をさらに高め、安心して働ける職場を全員で作りたい」とのあ

いさつがされた。

　今年度最初の研修会は「組織と

してのメンタルヘルス不全防止へ

の取り組み」をテーマに、講成組

織の組合役員と各企業の人事や

総務担当者も対象に産業カウン

セラーの林久美子氏と下村信子

氏を講師に招きグループワークを

中心に進めた。

　午前中はメンタルヘルス対策

の必要性やその予防と対策につ

いて参加者がグループで自ら考

え共有化を図った。

　午後はメンタル対策の成否を

左右する話の聞き方（傾聴力）

の講義と実践を交えて体験しながら進めた。

　参加者のアンケートからはほぼ全員が満足し、研修の目的を

理解できたとの結果であった。また「聞くことの大事さがわかっ

た」「要点もまとめられていてわかりやすかった」「話を聞いてあ

げるだけでも、コミュニケーションが深まり、職場での悩みを解

決する手段になることが理解できた」などの声をいただいた。

　災害ボランティア救援隊の第14回基礎研修が6月6日13時か

らあけぼのビル501会議室で、15名の隊員参加のもと開催しま

した。

　東京災害ボランティアネットワークの事務局長　上原泰男さ

んの講義では、95年に発生した阪神・淡路大震災でどのような

災害を被り、その時、現地の組合役員はどのような行動をし、連

合ではどのような対応をしたか。さらに、こうした経験から「いの

ちとくらし」を守るためのシステム

作りとして、ボランティアサポート

チームやネットワークが設立さ

れ、応急救護や担架搬送、炊き出

しなどの研修が行われるように

なったこと。また、災害に対する備

えとして、首都圏での帰宅困難者対応訓練を実施していること

などが報告されました。

研修の後半は、今年4月に連合埼玉に導入されたAED（自動体

外式除細動器）と同型機を使って救命処置の実技講習が行わ

れました。

　参加者から、「どのような経緯で帰宅困難者訓練が始まった

のか理解でき、今年もまた参加

しようと思った」「AEDの使用

方法がよく理解でき、救命の自

信がついた」などの感想が寄せ

られました。

ただ今、隊員募集中。くわしくは連合
埼玉発第126号をご参照ください！！

災害ボランティア研修会の様子

会場の様子

水谷雄二
総合組織局長

JP労組埼玉連協
鈴木照事務局長

メンタルヘルスセミナー会場の様子

東京災害ボランティアネットワーク
事務局長：上原 泰男氏

メンタルヘルスセミナー会場の様子
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2010年7月1日

現在予定される7月の日程表です

連合埼玉・事務局

第8回四役・執行委員会（ときわ会館）

全労済理事会

サービス連合第10回定期大会（11：00～・ホテルラングウッド）

埼玉県最低賃金審議会（13：00～・埼玉労働局）

埼玉県最低賃金審議会（13：00～・埼玉労働局）
新運転埼玉第38回定期大会（13：00～・ときわ会館）
中央労働金庫理事会

①東松山市長選挙告示
②鴻巣市長選挙投・開票

①全労済総代会
②埼玉県最低賃金審議会（13：00～・埼玉労働局）

①中央労働金庫運営委員・支店長会議（～31日）

JP労組埼玉定期大会（10：00～・ラフレ埼玉）
西部第四地域協議会「2010サマーイベント」（10：00～・東京サマーランド）
鴻巣市長選挙告示

ネット21第3回運営委員会（15：00～・連合埼玉会議室）

第3回組織委員会

行事等

地協・産別・労福協・福祉事業団体・県･上部・外部団体

１日
２日
３日
４日
５日
６日
７日
８日
９日
１０日
１１日
１２日
１３日
１４日
１５日
１６日
１７日
１８日
１９日
２０日
２１日
２２日
２３日
２４日
２５日

２６日
２７日
２８日
２９日

３０日
31日

木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日

月
火
水
木

金
土

7月

＝　も　う　す　ぐ　選　挙　＝

告示日：２０１０年７月２５日（日）　投票日：２０１０年８月１日（日）

鴻巣市長
選挙

東松山市長
選挙５９才（無・現２期・連合埼玉推薦３回目）

告示日：２０１０年７月１１日（日）  投票日：２０１０年７月１８日（日）

◆原口 和久 (はらぐち かずひさ) ◆松坂 喜浩 (まつざか よしひろ)
４９才（無・新・連合埼玉推薦初）
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あけぼのビル
事務局長　　佐藤　道明

◆「国民の生活が第一。」に向け再始動
　歴史的な政権交代から９カ月。民主党政権は発足以
来「ムダな予算の削減」「子育て支援策の充実」「社会
保障費の増額」「政治主導の確立」に取り組むなど、官
僚主導・利益誘導型政治からの変革に取り組んでき
た。しかし、鳩山政権が掲げた“世直し”への期待が高
かっただけに、その後の政権運営のあり方に失望した
国民も少なくなかったはずである。
　政治とカネ、米軍普天間飛行場移設などの問題に
よって、鳩山前総理と小沢前幹事長が政治的責任を
とって辞任したことは一定の評価をしたい。そして新た
に政権を担うこととなった菅直人総理大臣には、国民の
厳しい声を真摯に受け止め、政府・与党の統一したリー
ダーとして力を発揮し、所信表明演説で示した「戦後行
政の大掃除の本格実施」、「経済・財政・社会保障の
一体的立て直し」、「責任感に立脚した外交・安全保
障」などの具体化を早急かつ円滑に進めることを期待し
たい。そして、その実現こそが、必ずや国民の支持と信
頼へと繋がり、再び、生活者・勤労者・納税者の立場に
立った力強い政治を推進できるはずである。
　民主党が与党になって初めての第174通常国会は
150日の会期を終え、6月16日に閉幕した。政府・与党は
今国会において、子ども手当、高校の実質無償化、診
療報酬改定、協会けんぽの国庫負担率の本則復帰な
ど、子育て支援や医療・介護分野に対して重点的に配
分した2010年度予算及び関連法案を年度内に成立さ
せ加えて2010年度税制改正、改正雇用保険法、改正
健康保険法などを成立させた。
　これらは、民主党が昨年の衆院選のマニフェストで
掲げた「国民の生活が第一。」とする政策を一歩一歩
着実に進めたものであり、マニフェストの実現に向けた
姿勢とその成果を評価したい。衆院選マニフェストの進
捗状況は、179の政策のうち、未着手は、高速道路無料
化や暫定税率廃止など15にとどまっている。
　連合は一貫して政権交代のある政治体制の確立を
訴えてきた。そして昨年夏、ようやくその入口に立ったの
である。日本は今まさに政治改革の途上にあり、ここで歴

史の針を逆戻りさせることは絶対にあってはならない。た
だ、長年にわたって構築されてきた政官業のトライアング
ルによる政治を、主権者である国民に取り戻すことは容
易なことではなく、それには長い時間を要すると想像でき
る。
◆いまが踏ん張りどころ、見えない政治には戻さない！
　連合は、第9回中央執行委員会（6月17日開催）にお
いて、民主党と「第22回参議院選挙に向けた政策協
定」を締結した。政策協定は、民主党が「希望と安心の
社会」の実現に向けて、「デフレ脱却・消費回復に資す
る経済対策と雇用創出・人材育成」や「ワークルールの
確立によるディーセントワークの実現」などの９つの重点
政策（注釈1）に取り組むことと、その実現に向けて、連
合が民主党を全面的に支援することを内容としている。
　政権交代以降、これまでの政権では試みもされな
かった抜本改革がようやく緒についたばかりである。ここ
でその歩みを止めてしまっては、国民生活は混乱する
ばかりである。激戦を繰り広げている第22回参議院選
挙は、安定した政権運営と改革の断行のために極めて
重要な選挙である。　
　参議院の与野党勢力は拮抗しており、政権を盤石に
するには連立与党の安定過半数獲得が必要不可欠
である。昨年夏、有権者一人ひとりの投票によって政権
選択を行った意義を改めて思い起こし、この夏、さらに
その歩みを加速させ、「元気な日本の復活」と「希望と安
心の社会」を実現させるためには、私たち一人ひとりの
行動が社会を変える原動力であることを確信する。

1.デフレ脱却・消費回復に資する経済対策と雇用
創出・人材育成

2.ワークルールの確立による「ディーセントワーク」の
実現

3.社会的セーフティネットの強化
4.ワーク・ライフ・バランス社会の実現
5.公平・公正な社会の実現
6.くらしの安全・安心の確保
7.税制の抜本改革と中期的な財政再建への道筋
の明示
8.「新しい公共」と国民本位の行政システムの確立
9.持続可能で公正なグローバル社会の実現

（注釈1）


